
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 1986 年から続く大野原小学校マーチングバ
ンドの活動が、学校の働き方改革・指導者不足
等の課題を乗り越え継続できるよう、地域住民・
保護者等が協力して、練習の支援や道具作り等
様々なサポートを実施しています。また、本年
度から小学生だけでなく中学生も活動に参加で
きるようになったことで、より豊かな異年齢交
流が可能となり、チーム一丸となって練習に励
み、本年度も全国大会に出場することができま
した。子どもたちは精一杯の演奏演技を全国の
場で披露でき、努力が実った喜びを感じていま
した。今後も伝統を守りつつ新たな取組にチャ
レンジしてまいります。 
 

様々な交流や活動が制限される中においても、
子どもたちが活き活きと学べる機会を増やす活動
を企画し実践しました。特に学習支援では、学生ボ
ランティアを募り、学生たちとともに学習を進め、
また校区や学年に関係なく子どもたち同士で学び
合い、「できた!もっと進めたい!」と積極的に頑
張る姿がとても印象に残りました。 

少し年齢の離れた学生たちの姿に、憧れや尊敬、
自分の将来を垣間見ることができ、子どもたちに
とってはいい刺激になっていたようでした。 

先生や保護者だけでな 
く、様々な人に認めても 
らう経験。子ども同士で 
認め合える関係を考える 
時間はとても大きな収穫 
となりました。 

 大学教員や地域の専門家が協力して、人々や
野生動物の暮らしに欠かせない重要な役割を担
っている里山の植物や生き物について、子ども
が学ぶことができる事業を実施しました。 
 ８月に３回にわたり、小学生とその保護者が
参加し、大学生のサポートのもと、新型コロナ
ウイルス感染症の十分な感染防止策を講じたう
えで、里山の昆虫の観察、化石の発掘体験、水
辺の植物の観察、化石の発掘体験などの多様な
活動を提供しました。小学生は植物や生き物の
魅力を発見するとともに、里山を守っていくこ
との重要性について考えることができました。 
 今後も、自然環 
境の保全や野生動 
物との共存の必要 
性を子どもに伝え 
る活動を続けてい 
く予定です。 

 令和３年度も飯山北小学校５年生の児童にお
いて、福祉に関する学習の応援活動を行いまし
た。昨年来のコロナ禍により当初の計画通りに
は行きませんでしたが、パラアスリートの田中
司さんをお招きし、「あきらめない」気持ちに
ついてお話をうかがったり、講師の方々と交流
を深めたりすることができました。また、飯山
北小の先生方とも話し合いを重ね、学習の成果
をまわりに伝えていきたいという子どもたちの
思いに寄り添い、５年団のゆるキャラや学級新
聞をクリアファイルに詰めて配布する等の活動
を行いました。今後も地域の子どもたちの成⾧
のために、みん 
なで知恵を出し 
合い、さまざま 
な困難を協力し 
て乗り切ってい 
きたいと考えて 
います。 

「地域で共育！」では、子どもたちの成長のために、地域で活動するＰＴＡや婦人会、ＮＰＯ、企業、大学など複
数の団体が協働し、それぞれのノウハウやネットワークを活かしながら、事業を企画・運営していただいています。 


